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尾崎会長 

 

それでは、審議に入りたいと思います。事務局から本日の出

席状況について、お願いいたします。 

 本日の出席委員でございますが、委員総数１７名中、出席委

員１５名でございます。東大和市国民健康保険条例第２条に定

めます各選出区分からご出席がございますので、東大和市国民

健康保険運営協議会規則第７条により、会議は成立しておりま

すので、お知らせいたします。 

 ありがとうございました。次に、議事録署名人の指名をさせ

ていただきます。 

（議事録署名人の指名） 

それでは、お手元の資料に基づきまして、進めさせていただ

きます。 

初めに、「日程第１ 東大和市国民健康保険税の税率等の改

定及び出産育児一時金の支給額の引上げについて（諮問）」に

ついてでございます。新型コロナウイルス感染症の拡大防止の

観点から諮問書の読み上げのみを行うこととして、諮問書につ

きましては、写しを皆様の机の上に置かせていただいておりま

すのでご確認願います。それでは、よろしくお願いいたします。 

東大和市国民健康保険運営協議会会長、尾崎義美様。東大和

市国民健康保険税の税率等の改定及び出産育児一時金の支給

額の引上げについて（諮問）。このことについて、東大和市国

民健康保険運営協議会規則第２条の規定に基づき、貴審議会に

別紙の事項について諮問をいたします。以上です。よろしくお

願いします。 

ありがとうございました。それでは、諮問をいただきました

市長から、一言ご挨拶をお願いしたいと思います。よろしくお
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願いします。 

改めまして皆様、こんにちは。尾崎でございます。本日はご

多忙の中、東大和市国民健康保険運営協議会にご出席をいただ

きまして、誠にありがとうございます。平成３０年度から取組

を始めております国民健康保険の財政健全化計画も、いよいよ

令和５年度が最終年度となります。今まで計画遂行にご尽力い

ただきました委員の皆様におかれましては、改めて厚く御礼を

申しあげます。さて、国民健康保険の財政健全化計画は令和５

年度が最後ということになります。国民健康保険は、よく言わ

れているように、国民の皆保険の下支えをするものであります

が、制度そのものが成り立たないような状況になりつつあるの

ではと、私自身思っているところであります。これからも、値

上げや色々なことで、対応していかなければならないという部

分があるかと思います。１点だけ、いつも私が思っていること

を皆様にお話ししたいと思います。私ども東大和市、東京の各

市全てだと思いますが、赤字補填ということで、一般財源、要

するに税金を億単位で投入しているわけです。東大和市は、お

かげさまでだいぶ少なくはなってきましたけれども、まだゼロ

ではないという状況であります。そして、社会保険に加入して

いる皆様は、当然、ご自分自身の保険料、後期高齢者医療、そ

して国保加入の前期高齢者対応ということで、負担金をいただ

いているわけであります。そして、東大和市を始めとする各市

は、税金からも足りない部分を投入しております。問題は、社

会保険に入っている方々も税金を納めていることで、その税金

から、知らない間に国保にお金を入れているということ自体

が、私自身は、どうなのかといつも思いながら対応しているわ
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尾崎会長 

 

 

 

 

けです。ほとんどの方は税金が、まさか国保の赤字補填に使わ

れているとは思っていないのではないかと思いますので、やは

り、制度を是正していかなければいけないのだろうと思いま

す。また、今は国民健康保険に加入している方が、社会保険に

移っていくという形で、東大和市も所得のある方が社会保険に

引き抜かれていると私は思っているわけです。そうなると、国

民健康保険はますます厳しい状況になってくるのだと思って

おります。そのような意味では、制度をどのようにこれから持

続、発展させていくのか根本的な考え方を持っておかないとい

つまで経っても同じことの繰り返しではないかと思っていま

す。私自身東京都に対しまして、国民健康保険の財政健全化を

しっかり行っているところにしっかり応援していただきたい

ということで、都の福祉保健局には何かある度に言っているわ

けですが、皆平等だということで行っていかないということで

す。そのことを繰り返すことによって、赤字補填はいつまで経

っても変わらないと思います。そのような意味では、社会保険

に入っている方々には、大変心苦しいところではありますが、

東大和市としては出来うる限り、納めた税金は、本来の姿での

使い方をしていきたいと、思ってございます。是非、それらの

ご理解も合わせてお願いしたいと思います。ありがとうござい

ました。 

市長、どうもありがとうございました。市長は公務がありま

すので、退席されます。ありがとうございました。 

それでは着座のまま、失礼させていただきます。この諮問内

容につきまして、課長から説明をお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いします。 
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それでは、私から、諮問内容についてご説明申しあげます。

失礼ながら、着座のまま進めさせていただきます。それではお

手元に、諮問書の写しをご用意ください。今般、諮問させてい

ただく内容につきましては、表題のとおり２点ございます。１

点目は、東大和市国民健康保険税の税率等の改定について、２

点目は、出産育児一時金の支給額の引上げについて、でありま

す。諮問書の表紙をおめくりください。１点目の東大和市国民

健康保険税の税率等の改定についてでありますが、１の諮問理

由につきましては、国保財政健全化計画による保険税率の改定

であることを理由とさせていただいているものでございます

ことから、お手元の諮問書の写しにて、後ほどご確認いただき

たいと存じます。２の諮問事項につきましては、諮問の内容と

なります保険税率の改定の具体的な数値となりますので、お時

間をいただきまして、読み上げさせていただきます。 

２、諮問事項（１）税率等について、アの基礎課税額の税率

等につきましては、所得割１００分の７．０７を、１００分の

７．４２に改めるものでございます。被保険者均等割につきま

しては、被保険者１人について、３５，４００円を３７，２０

０円に改めるものでございます。イの後期高齢者支援金等課税

額の税率等につきましては、所得割１００分の２．３５を１０

０分の２．５２に改めるものでございます。被保険者均等割に

つきましては、被保険者１人について、１１，５００円を１２，

３００円に改めるものでございます。ウの介護納付金課税額の

税率等につきましては、所得割１００分の２．３０を１００分

の２．４５に改めるものでございます。被保険者均等割につき

ましては、被保険者１人について１３，６００円を１４，１０
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０円に改めるものでございます。エの令和５年度税制改正大綱

に伴う対応といたしましては、令和４年１２月２３日に「令和

５年度税制改正の大綱」が閣議決定され、令和５年度より以下

のとおり改正される予定でございます。国民健康保険税の後期

高齢者支援金等課税額に係る課税限度額につきまして、２０万

円を２２万円に改める。１枚おめくりいただきまして、均等割

５割軽減の対象となります世帯の軽減判定所得の算定におき

まして、被保険者等の数に乗ずべき金額について、２８．５万

円を２９万円に改める。均等割２割軽減の対象となります世帯

の軽減判定所得の算定におきまして、被保険者数等に乗ずる金

額について、５２万円を５３．５万円に改める。この「令和５

年度税制改正の大綱」の閣議決定に基づき関連法令が改正され

た際は、市において同様の改正を行いまして、以下のとおり改

定いたします。後期高齢者支援金等課税額所得割１００分の

２．５２を１００分の２．５０に改めます。後期高齢者支援金

等課税限度額２０万円を２２万円に改めます。（２）の改定時

期につきましては、令和５年４月１日から改定するものでござ

います。この国民健康保険税の税率等の改定につきましては、

後ほど配布の資料を基に、詳細にご説明申し上げます。 

２点目の出産育児一時金の支給額の引上げについてでござ

います。１の諮問理由といたしましては、国により出産育児一

時金が現行の４２万円から５０万円に、令和５年度より引き上

げる関連法令の改正が進められております。当市におきまして

も、このことに伴います国民健康保険条例の一部改正が必要と

なりますことから、次のとおり改定するものでございます。 

２の諮問事項をご覧ください。（１）といたしまして、出産
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育児一時金の支給額につきまして、出産育児一時金を４２万円

から５０万円に引き上げるものでございます。（２）の改定時

期としましては、令和５年４月１日から改定するものでござい

ます。諮問の内容といたしましては、以上でございます。 

続きまして、国民健康保険税の税率等の改定につきまして、

資料を基にご説明申し上げます。お手元に資料をご用意くださ

い。引き続きまして、令和５年度国民健康保険税の税率等の改

定案につきまして、ご説明させていただきます。表紙をおめく

りいただき、１ページをご覧ください。 

１の、市が東京都に納めます、令和５年度国民健康保険事業

費納付金につきましては、２６億８，６９３万９，５１７円と

算定されました。令和４年度の納付金は、令和３年度納付金か

ら約１億２，０００万円の大幅な増額となりました、約２５億

９，０００万円でございますが、そこからさらに約９，７００

万円の増額となりました。一方で、国民健康保険の被保険者数

は、団塊の世代が後期高齢者医療に移行していること、また、

令和４年１０月以降の社会保険の適用拡大の影響で、被用者保

険へ移行する方が増えていることを反映し、著しく減少してご

ざいます。令和３年度には、年度平均で約１万８，１００人い

らっしゃいました被保険者数が、令和５年度には１万７，００

０人を下回る見込みでございます。大幅な増額となりました納

付金を減少の続く被保険者で担う、非常に厳しい状況であると

言えます。 

２の、東京都から提示されました東大和市の標準保険料率に

つきましては、下表のうち、令和５年度標準保険料率の欄のと

おり示されました。標準保険料率とは、東京都が算定した納付
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金に対して、本来必要とされます保険税率を市区町村ごとに東

京都が算出したものでございます。この標準保険料率を参考に

して、各市町村において保険税率を決定いたします。表の最下

欄にて、現在の東大和市の保険税率等と比較してございます。 

続きまして３の、財政健全化計画に基づく国民健康保険税の

改定率の考え方でございます。市では、一般会計からの赤字補

填の繰入金を保険税急増の激変緩和措置のために国が設けた

特例基金のある令和５年度までに解消することとし、医療費の

適正化への取組等と合わせて国民健康保険税の税率等を見直

す財政健全化計画を平成３０年３月に策定いたしました。この

計画に基づきまして、国民健康保険税の税率等につきまして

は、各年度の赤字補填の繰入額のうち、特例基金が設けられて

おります残期間で除した額分を解消する改定を行ってまいり

ました。その結果、改定率といたしまして、平成３０年度に６．

２５％、平成３１年度に６．０８％、令和２年度に５．４５％、

令和３年度に５．１８％、令和４年度に５．５２％の増改定を

行っております。 

続きまして４の、令和５年度の国民健康保険税の改定率でご

ざいます。１でご説明いたしましたとおり、令和５年度におけ

る納付金額は約２６億８，６９４万円でございます。令和５年

度は財政健全化計画の最終年度となりますが、令和５年度に解

消すべき赤字補填繰入額は約３億６，３６０万円となります。

１枚おめくりいただき、２ページをご覧ください。この赤字補

填繰入額を保険税率の見直しによって全て賄う場合、保険税率

の改定は一人当たり２０．０１％の増改定と非常に厳しい改定

率となります。 
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そこで、令和５年度におきましても国民健康保険事業運営基

金を積極的に活用した対策を講じることで、令和５年度の一人

当たり国民健康保険税改定率は令和４年度と同率の５．５２％

の増改定といたしまして、改定幅を大幅に抑制いたします。ま

た、今回の改定にかかる積算資料を６ページ以降に記載してご

ざいますので、後ほどご覧いただければと存じます。 

５の基金の活用をご覧ください。令和４年度末基金残高は、

現状では約４憶６,８００万円でございます。今後、この基金

を財源といたしまして、東京都への返還金等を予定してござい

ますので、最終的には、約４億２,０００万円を見込んでござ

います。この約４憶２,０００万円のうち、活用予定総額とい

たしましては、約２億７，７３０万円を予定してございます。 

活用する内訳の詳細につきましてご説明いたします。 

（１）といたしまして、東京都国民健康保険事業費納付金の

増加に対する補填であります。令和５年度の納付金は、近年の

医療給付費及び後期高齢者医療に対する支援金の増加による

影響が反映されているものと考えられます。先ほどご説明いた

しましたとおり、令和５年度は団塊の世代の方の後期高齢者医

療への移行や社会保険の適用拡大によりまして、被保険者数の

更なる減少が見込まれております。昨今の物価高騰の影響もあ

るなか、納付金の増加によります被保険者の負担増を抑制いた

しまして、一人当たり改定率を令和４年度と同率となる程度の

補填を基金で行います。活用予定額は約２億６，３３０万円で

ございます。 

（２）といたしまして、収入の減少が見込まれる世帯等に対

する市独自の保険税の減免でございます。新型コロナウイルス
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感染症の影響によりまして、令和５年の収入の減少が見込まれ

る世帯等が一定の条件に該当した場合、保険税を減免いたしま

す。詳細につきましては、令和４年度に実施しております国か

らの財政支援による減免措置を参考といたしまして、今年度も

行っております市独自の減免措置を含め、今後、具体的な基準

を定めます。活用予定額は１，０００万円でございます。 

（３）といたしまして、市独自多子世帯負担軽減施策の継続

でございます。市が独自で実施しております多子世帯の負担軽

減施策、第３子以降について１８歳を迎える年度まで被保険者

均等割を無料化するものであります。この市独自の多子世帯に

対する負担軽減施策につきましては、引き続き基金を財源とい

たしまして継続実施いたします。活用予定額は４００万円でご

ざいます。 

３ページをご覧ください。続きまして、６の生活困窮者に対

する負担軽減施策の実施でございます。こちらは、様々な理由

によりまして生活困窮に陥った世帯を対象に、保険税の減免や

医療機関窓口でお支払いする一部負担金の徴収猶予または減

免を行う施策につきまして、既存の制度を見直し、物価高騰の

影響下におきまして、対象の拡大を図るものでございます。 

（１）といたしまして、保険税の減免であります。現行では、

実収月額が生活保護基準額の１．０５に相当する額の世帯を対

象として、保険税減免を実施しておりますが、対象を実収月額

が生活保護基準額の１．２１に相当する額の世帯に拡大いたし

まして、著しく生活が困窮する世帯につきまして、保険税を減

免いたします。 

（２）といたしまして、医療機関窓口で支払う一部負担金の
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徴収猶予・減免でございます。保険税の減免と同様に現行では、

実収月額が生活保護基準額の１．０５に相当する額の世帯を対

象としておりますが、生活保護基準額の１．２１に相当する額

の世帯に拡大します。該当する世帯の窓口一部負担金につきま

しては市が立替え、当該世帯への徴収を猶予、または、著しく

生活が困窮する世帯につきましては減免を行います。 

続きまして、７の被保険者均等割における配慮でございま

す。低所得者層への配慮といたしまして、市では、継続的に応

益割を抑制いたしまして、当分の間は被保険者均等割の総額

が、標準保険料率の被保険者均等割の総額を上回らないように

しているところでございます。令和５年度もこの方針を踏襲

し、東京都基準として応能割が５７％、応益割が４３％となる

ところを、市では、応能割６２．６％、応益割を３７．４％と

いたします。 

なお、被保険者均等割につきましては、所得が一定基準以下

の世帯を対象とした軽減制度がございまして、均等割を７割、

５割、２割と軽減するものでございます。この対象となる軽減

判定所得につきましては、法令改正により、令和５年度に５割

軽減、２割軽減が見直され、対象世帯が拡大される予定でござ

います。具体的には、下の軽減判定所得の基準見直し（予定）

に記載のとおりでございます。 

１枚おめくりいただきまして４ページをご覧ください。８の

課税限度額の引き上げでございます。市といたしましては、こ

れまでも法定課税限度額に合わせた改定をしておりますこと

から、令和５年度の税制改正の大綱に基づく関連法令の改定に

合わせまして、課税限度額を法定の１０４万円といたします。
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このことによりまして、高額所得者層からの保険税収が増加い

たしますので、その分の保険税率が抑制され、主に中間所得者

層の保険税負担が軽減されることとなります。 

９の国民健康保険税増加の抑制に向けた取組でございます。

（１）といたしまして、保健事業等の継続的な取組によります

医療費の適正化であります。初めに、継続的な健康診断の受診

等によります生活習慣病等の早期発見・早期受診の大切さを訴

求いたしまして、適正な医療受診を啓発してまいります。次に、

糖尿病等重症化予防事業、低栄養防止等フレイル対策通知事

業、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）啓発事業等の保健事業、こ

れらはレセプトデータを活用いたしまして、展開している事業

でございますが、将来的な医療費の適正化に資するものとして

引き続き、積極的に取組んでまいります。最後にジェネリック

医薬品利用差額通知事業、東大和市ロンドみんなの体育館との

連携事業、お薬カレンダー、残薬バッグの活用につきましても、

継続してまいります。 

（２）といたしまして、交付金の活用等でございます。初め

に、保険者努力支援制度で得られる交付金を保険税増加の抑制

に活用いたします。こちらは令和５年度の当初予算で、約３，

４７１万円を予算計上してございます。 

次に、収納率向上に向けた各種取組の成果によって見込める

東京都の特別交付金等を保険税急増の抑制等に活用します。同

じく令和５年度当初予算といたしまして、約６，５６６万円を

計上してございます。 

最後に、保険税率改定の積算に使用する収納率につきまして

は、引き続き現年分収納率の直近過去３年度の最高値、今回は
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令和３年度の収納率９６．７％となりますが、この収納率を用

いることで、保険税増加を抑制いたします。 

 続きまして、１０の東京都への要望でございます。国民健康

保険財政の責任主体でございます東京都に対しましては、当市

のように赤字補填繰入の解消を積極的に推進する市町村への

東京都独自の財政支援や国への財政支援等につきまして、東京

都市長会や東京都市国民健康保険協議会、こちらは多摩２６市

の国民健康保険主管課長で構成されております団体でござい

ますが、これらの団体を通じまして繰り返し要望を行っており

ます。また、市単独でも東京都に対しまして、市長から直接都

知事に、また、担当課長会におきましても同様の要望を行って

おりまして、今後も継続してまいります。 

 ５ページをご覧ください。１１の今後のスケジュール（予定）

でございますが、１月３１日の運営協議会にて答申案をご審議

いただく予定となっております。 

続きまして、２枚おめくりいただきまして、８ページをご覧

ください。このたび説明いたしました内容に基づきます、国民

健康保険税率等の改定の概要を一覧にまとめてございます。次

ページ以降は縦長のＡ３版を横にして折り込んだものです。国

民健康保険税の税率等の改定案と現行との比較をモデルケー

スの世帯別、総所得階層別にお示ししたものを参考として添付

いたしましたので、合わせて後程ご確認いただければと存じま

す。 

資料の説明につきましては、以上となります。ただいまご説

明申し上げました改定案につきましては、この資料とは別のＡ

４、１枚にまとめました概要版も配布させていただいてござい
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委員 

 

 

ます。資料を振り返る際の参考としていただきますようお願い

申し上げます。令和５年度におけます国民健康保険税の税率等

の改定につきましては以上でございます。どうぞご理解賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

どうもありがとうございました。それでは委員の皆様方から

ご質問、または保険税率改定等についてのご意見を伺いたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 

それでは伺います。令和５年度の東京都への納付金が２６億

８，６９３万９，５１７円。令和４年度からさらに１億円弱、

上がっておりますが、この理由はどういうところにあるのでし

ょうか。 

お願いします。 

令和５年度納付金が令和４年度に比べまして、約１億弱値上

がりしている主な要因になりますが、納付金につきましては３

つの要素で、形成されております。１つが医療分に関わること、

２つ目が後期高齢者制度への支援金として、３つ目が介護保険

制度への支援として、この３つの要素で構成されてございま

す。今回値上がりしている要因といたしましては、令和４年度

の納付金と比較いたしまして、医療分が約４，６００万円の増。

後期高齢者支援制度への支援金分、こちらが約５，２００万円

の増でありますので、この２つを合わせた額がおおよそ増分の

要素になっているところでございます。以上でございます。  

 ありがとうございました。 

 それではこの納付金の被保険者一人当たりに換算すると、い

くらぐらいになるのでしょうか。また、それは昨年度と比べて

どれくらい上がる形になるのでしょうか。 
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 どうぞ。 

お一人当たりの納付金額ということで質問いただきました。

被保険者数につきましては、令和４年度の税率改定の諮問をさ

せていただいた時の被保険者数が１７，５７９人になります。

令和４年度の納付金をこの１７，５７９人で割りました一人当

たりの納付金額は、約１４７，０００円となります。令和５年

度は被保険者数の見込みといたしましては、１６，９５２人の

見込みでございます。この令和５年度の納付金を１６，９５２

人で割り返しますと、約１５８，０００円となっております。

令和４年度は約１４７，０００円、令和５年度が約１５８，０

００円で、一人当たりでは約１１，０００円の増となってござ

います。以上でございます。 

ありがとうございました。 

質問ではないのですが、昨年度に引き継いで令和５年度は東

京都への納付金が過去最高額になるわけであります。一方で、

被保険者数は過去最低になっていて、一人当たりの納付金額も

大幅に増加しております。令和４年度よりも状況が非常に深刻

であると認識をしております。市長会や市単独でも東京都に対

する財政支援の要望を引き続き行っているとのことですので、

本当に東京都にはこの現状についてしっかり認識していただ

きたい。こう考える次第であり、また何かしらの対応策をとっ

ていただきたいと願う次第でございます。国保の構造的な課題

の解決については、現在、一自治体の努力ではどうにもならな

い状況になっているのではないかと判断をせざるをえないと

考えております。令和４年度は新型コロナの感染拡大が著し

く、また、現在の第８波も予断を許さない状況であります。や
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はりその国民皆保険の土台となっている国民健康保険の大切

さは、皆様も認識していただいているものと考えます。厳しい

中にありますが、国保の制度を安定的に運用するためにも、国

民健康保険の財政の健全化というのは計画通りに進める必要

があるのではないかと考える次第です。今回、市では一人当た

りの改定額を令和４年度と同一とする案を示しました。基金を

令和４年度よりも積極的に保険是正のために活用し、新型コロ

ナの保険税減免を引き続き実施される考えを示されました。ま

た、物価高騰の影響のある中で、生活困窮者への対応策として

の保険税減免や窓口一部負担金の徴収猶予、減免も実施し、

様々な対策をしておられるという点については、ある程度評価

をしております。保険税の応益割を抑えるなか、中・低所得者

への配慮も可能な限り行っておりますので、今回の改定につい

ては、私個人としては諮問のとおり、これはやむを得ないもの

と考えるわけでございます。以上です。 

貴重なご意見ありがとうございました。他にどなたかいらっ

しゃいますでしょうか。 

（意見なし） 

なければ色々なご意見ありましたけれども、いただいたご意

見を踏まえながら、答申の案をまとめていきたいと思います。

また、なかなか今日１日の短時間の説明ですぐに意見や質問を

ということは難しいと思いますので、今回の諮問の内容につき

まして、持ち帰られた後で精査していただきまして、何かご意

見ございましたら、遠慮なく事務局までご連絡をしていただき

たいと思います。よろしくお願いします。また答申の案をまと

める兼ね合いもありますことから、１週間後の１月２４日の火
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曜日までにお願いしたいと思います。 

次回は１月３１日に開催いたします。そこで運営協議会とし

ての答申案を最終的に委員の皆様にお諮りいたしますので、よ

ろしくお願いいたします。よろしければ、本日の「日程第１ 国

民健康保険税の税率等の改定及び出産育児一時金の支給額の

引上げについて（諮問）」を終了とさせていただきます。 

次に、「令和４年度東大和市国民健康保険事業特別会計補正

予算（第２号）について（報告）」を、事務局から説明をお願

いいたします。 

続きまして、「日程第２ 令和４年度東大和市国民健康保険

事業特別会計補正予算（第２号）」につきましてご報告申し上

げます。 

右上に議題２と記載がございます資料をご覧ください。こち

らＡ４横の資料になります。まず、全体の補正額でございます。

表の一番下の歳入合計欄及び歳出合計欄の補正額の欄でござ

います。歳入歳出それぞれ、１６１万７千円の増額となってご

ざいます。 

初めに、左側の表、歳入でございます。第４款、都支出金は、

３７０万７千円の増額で、結核・精神医療給付金及び傷病手当

金の増額補正に充てる交付金の増額でございます。結核・精神

医療給付金分で１７０万７千円、傷病手当金分で２００万円の

増額となります。いずれも、今年度の決定件数が見込みよりも

増加していることから、増額補正をするものでございます。 

第６款、繰入金は、人事異動等によります職員人件費の減額

補正でございます。 

以上のようにいたしまして、歳入の補正額として、１６１万
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７千円を増額したものでございます。 

次に右側の表、歳出でございます。第１款、総務費は２０９

万円の減額補正で、先ほどご説明いたしました人事異動等によ

ります職員人件費の減額によるものでございます。 

第２款、保険給付費は、３７０万７千円の増額補正で、先ほ

ど、歳入の４款、都支出金でご説明いたしました結核・精神医

療給付金及び傷病手当金の件数増によるものでございます。 

第６款、諸支出金につきましては、表外の※印のところをご

覧ください。６款諸支出金では、東京都への保険給付費等交付

金の返還金６５９万３千円を同じ６款諸支出金の基金費より

支出したため、６款補正額としては０円となりますが、同じ款

内での予算補正を行っておりますのでご報告いたします。 

以上のようにいたしまして、歳出の補正額は、１６１万７千

円を増額したものでございます。 

これによりまして、補正後の歳入歳出それぞれの予算総額

は、９１億３，２８１万２千円となりました。この第２号補正

予算につきましては、１２月の議会に上程いたしまして、承認

をいただいてございます。説明は以上でございます。よろしく

お願い申し上げます。 

どうも説明ありがとうございました。このことにつきまし

て、ご質問の方よろしくお願いします。いかがでしょうか。 

（質問なし） 

よろしいですか。ないようですので「日程第２ 令和４年度

東大和市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につい

て（報告）」を終了とさせていただきます。 

次に、「日程第３ その他」として、事務局から何かござい
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尾崎会長 

ますか。 

その他といたしまして、次回の開催日程に関連するところで

ございます。次回につきましては、１月３１日（火）午後１時

３０分より、会場は第１、第２会議室にて答申案に係る審議を

行いますので、よろしくお願い申し上げます。ご意見等ござい

ましたら、１月２４日火曜日までに、文書、お電話方法は問い

ませんので、事務局までご連絡いただければと思います。以上

でございます。 

どうもありがとうございました。それでは皆様からその他何

かございますか。よろしいでしょうか。 

（意見なし） 

なければ、これをもちまして「日程第３ その他」を終了と

させていただきます。 

それでは以上を持ちまして、本日の日程をすべて終了とさせ

ていただきます。これにて、本日の運営協議会は、閉会とさせ

ていただきます。本日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


